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半年間のインターネットを活用した授業を受けた大学生の
受講環境・方法と受け止め方の調査

～教員養成課程・技術教育コースの場合～

光永 法明1

概要：新型コロナウイルス感染拡大防止のため，2020年度前期は多くの大学生が自宅等でインターネット
を活用した授業を受講することになった．通信制教育を経験していない多くの大学生にとってインター
ネットを活用した授業は初めての経験であり，適切なインターネットを活用した授業の受講環境が整えら
れているかは明らかでない．そこで，2020年度前期にインターネットを活用した授業を受講した大学生を
対象に，受講環境，目と耳の疲れ，インターネットを活用した授業についての感想を尋ねるアンケート調
査をした．その結果，ほとんどの回答者は受講に利用する空間，PC環境，インターネット回線は確保で
きたが，目と耳の疲れが対面式講義よりも強かったと答える回答者が多いことがわかった．またコミュニ
ケーションのとりづらさがインターネットを活用した授業のデメリットとして挙げられた．

1. はじめに

新型コロナウイルス感染拡大防止のため，2020年度前

期は多くの大学でインターネットを活用した授業を本格

的に実施し，大学生は自宅等で授業を受講することになっ

た．多くの大学では初めての授業形態であり，手探りの所

も多々あることから取り組みについてはシンポジウムの形

で情報共有が図られている [1]．本学についても 2020年度

前期については，多数の授業でインターネットを活用した

形で実施することになり，授業運営を支援した側からの報

告がある [2]．また本学では学習・生活調査を 5月に実施

している [3]．

ところでインターネットを活用した授業の従来の対面で

の授業との違いは，教室で受講するか教室以外で受講する

かにある．教室には黒板（ホワイトボード），プロジェク

ターとスクリーン，受講生用の机と椅子などが備えられて

いる．資料は多くの場合は教科書・参考書として指定され

るか，紙で配付される．電子書籍や PDF等の電子資料で

配付される場合には，それを閲覧する手段は必要である

が，黒板あるいはスクリーンとは別に利用可能である．一

方で，インターネットを活用した授業では教室ではなく自

宅等で受講する．そのため，黒板あるいはスクリーンの役

割をビデオ会議システムや動画視聴に利用する PC あるい
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はタブレット等の画面が担う．また紙資料の配付に代わり

電子資料での配付が多くなる．そのような変化に自宅等の

学習環境が対応できているかは本学の先の調査 [3]ではわ

からない．また在宅勤務（テレワーク）導入にあたっての

ガイド [4]には，作業環境について，事務所衛生基準規則，

労働安全衛生規則，VDT作業における労働衛生管理のた

めのガイドラインを基に説明がされているが，同様のもの

を家庭学習向けでは見かけない．

そこで，2020年度前期にインターネットを活用した授業

を受講した本学の技術教育コースの大学生を中心に，受講

環境，目と耳の疲れ，インターネットを活用した授業につ

いての感想を尋ねるアンケート調査をした．以下では，自

宅等での受講に伴う問題について述べ，本学の前期授業の

実施方法，アンケート調査の調査方法，調査結果を報告し，

最後にまとめを述べる．

2. 自宅等での受講に伴う問題

在宅勤務の経験をまとめた記事 [5]には在宅勤務の問題

が整理され以下が挙げられている（順序は記事から入れ替

えている）：

( 1 ) 社内の情報にアクセスできない問題

( 2 ) 紙の書類を受け取れない／提出できない問題

( 3 ) その場に行かなければ仕事にならない問題

( 4 ) ツールの使いかたが分からない問題

( 5 ) 作業環境が悪い問題
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( 6 ) コミュニケーションが難しい問題

( 7 ) 気分転換しにくい問題

( 8 ) 運動不足問題

( 9 ) さみしい問題

( 10 )パートナーからのさまざまな依頼問題

( 11 )時間管理が難しい問題

( 12 )子どもの世話が必要問題

上記の (3)作業環境については机・椅子・ノート PCの画

面の狭さ，インターネット回線の速度・安定性などが含ま

れる．(10)はパートナーを家族と読み替えられる．(11)時

間管理は仕事とプライベートの時間の切り替え，配分の問

題である．これらの問題は在宅勤務だけでなく，自宅等で

講義を受講する場合にも共通の問題であると考えられる．

このうち (1)について，本学では物理的な掲示版が廃止

され，学生は学外からも電子メール，UNIPA (学生ポータ

ルシステム), Moodle (Learning Management System)へ

アクセスできる．また (2)学生向け配布資料と提出の電子

化についても，資料作成が電子化され PDF を見る環境が

普及していること，スマートフォンをほぼ全ての学生が

持っていることから手書きのノートをカメラで撮影し提出

が可能となっている． 技術的な問題以外に著作権について

も法律の改正により対応がしやすくなった．(3)その場に

行かなければ仕事にならない問題は，実験や実習の講義に

起きやすいが学生ではなく教員へ対応が求められる．

代わりに (4) ツール（電子メール, UNIPA, Moodle や

PDF リーダ，カメラの操作等）をある程度使えること，(5)

作業環境を整えること， (6)～(12) に相当する問題への対

応が学生には求められる．本報告のアンケート調査では作

業環境を中心に尋ね，その他の問題があれば自由記述に回

答されると期待する．

3. 本学のインターネットを活用した授業

本学の 2020年度前期授業は 4月 8日（水）から始め 7

月 31日（金）に各曜日 15回の講義を終え，次の 1週間を

試験・補講週としていた．しかし，3月 31日（火）に，4

月 8日（水）から 4月 19日（日）までを全学休講とし，翌

4月 20日（月）から 5月 9日（土）にインターネットを

活用した授業期間とする．5月 11日（月）以降については

4月末に判断するとされた．実際には 4月 22日（水）に

インターネットを活用した授業期間を 5月 31日（日）ま

で延長するとされた．さらに 5月 22日（金）に 6月 14日

(日)までインターネットを活用した授業期間とし，6月 15

日（月）から実験・実習等の一部講義のみ対面講義を開始

するとアナウンスされ，実施された．学年暦は変更されな

かったが，対面での実験・実習を中心とする講義では講義

の不足分を補うため，試験・補講期間終了後にも一部の講

義が続けられることとなった．

本学ではインターネットを活用した授業の形態について，

( 1 ) 配付資料を見て課題に答える授業

( 2 ) オンデマンドでビデオを見て (録音を聞いて)課題に答

える授業

( 3 ) Zoom等のビデオ会議システムを使った授業

のいずれでもよいと教員にアナウンスされた．

また本学の在学生はいわゆる BYOD のためノートパソ

コンを必携としている．4月始めの時点で在学生にはメー

ルで連絡が取れたので，技術教育コース（各学年定員 10

名）を担当する教員（専任 5名）から在学生に Zoom をイ

ンストールするよう指示し，最初の講義等で Zoom が使え

ることを確認した．新入生については新入生ガイダンスで

4月 4日（土）に学生が登校したときに，Zoomのインス

トールと動作確認を済ませ，大学で発行したメールアドレ

ス宛のメール (Web メールシステムを導入している)を読

む方法と Moodle のログイン方法等を確認させ，定期的に

メールを見るよう指示した．また学生同士で LINE の ID

を交換し，グループ LINE でコミュニケーションする準備

をさせた．

学生のインターネット環境についてはアンケート調査を

実施した．4月 1日（水）に在学生にメールで連絡し，4月

4日（土）に新入生にはその場で回答をさせた．結果とし

て 33名中 31名から回答があり，回答者全員が自宅等に通

信費用を気にしなくていい高速な回線が常時使える環境が

あると回答したことから，ビデオ会議システムを使った授

業が可能であると，技術教育コース担当教員で判断した．

そして，技術教育コースの教育法科目，専門科目はすべて

Zoom等のビデオ会議システムを使うか対面式 (実習形式

の講義で 2回生向けの 2授業)で実施した．

4. 調査方法と調査対象

インターネットを活用した授業を受講した大学生を対象

に，受講環境，目と耳の疲れ，インターネットを活用した

授業についての感想を尋ねるアンケート調査をした．調査

には Google フォームを使い匿名で回答してもらった．質

問の数は自身の回生や受講授業の数を問うもの，選択肢に

より回答しないものを含み 26である（表 1）．表 1の [ ]内

のとおり回答は選択肢，数値，あるいは自由記述による．

調査対象は本学の技術教育コースの 1回生から 4回生と，

筆者が担当する授業（学部・教職大学院）を受講した学生

とした．学生には 2020年 8月 20日（木）に大学で発行し

ている各学生のメールアドレスに対してメールを送り，依

頼文と共に Google フォームの回答用 URL を伝え 8月中

の回答を依頼した．

5. 調査結果

5.1 質問 (1)～(5) 回答者の内訳と受講授業の実施形態

表 2に回答者の内訳を示す．40名に調査を依頼し 18名

が回答した．4回生の回答が少ないのは前期に履修する授
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表 1 用意した質問の一覧．[ ]内は回答方法もしくは選択肢を表す．

( 1 ) あなたは何回生ですか [1 回生/2 回生/3 回生/4 回生/5 回生以
上/修士 1 年/修士 2 年/科目等履修生]

( 2 ) 前期に受けた主にオンデマンドでビデオを見て課題に答える授
業の数 [数値]

( 3 ) 前期に受けた主に配付資料を見て課題に答える授業の数 [数値]

( 4 ) 前期に受けた主に Zoom 等のビデオ会議システムを使った授業
の数 [数値]

( 5 ) 前期に受けた主に対面式の授業の数 [数値]

( 6 ) 授業を受けるために周囲を気にせず使える部屋（自宅，下宿，大
学は問いません）を利用出来ましたか [ほぼ利用出来た/ときど
き利用出来た/ほぼ利用出来なかった]

( 7 ) 授業を受けたり課題をするのに使えた机等の広さ（利用出来た
広さ）を教えてください [学習机 (幅 90cm ×奥行き 60cm) よ
り狭い/学習机程度/学習机より広い/その他]

( 8 ) 机等の広さは十分でしたか [十分広かった/狭かった]

( 9 ) 不足だった人はあとどれぐらいの広さが必要でしたか．大きさ
（幅 60cm追加したいなど）もしくは A3見開き程度を置きたい
など具体的に答えてください [自由記述]

( 10 )オンライン授業を受けるときに主に使用したコンピュータにつ
いて教えてください [デスクトップパソコン（2 画面以上）/デ
スクトップパソコン（1 画面）/ノートパソコン/ノートパソコ
ンに外付けディスプレイ有/タブレット/スマートフォン]

( 11 )画面の大きさ (13 インチなど) と解像度 (1920x1080, Full HD

など)を教えてください（分からない場合は機種名等わかる範囲
で記入してください） [自由記述]

( 12 )キーボード操作についてタッチタイピングはできますか [問題な
くできる/少しできる/できない]

( 13 )主にノートパソコンを利用した人に尋ねます [外付けのマウスや
タッチパッドなどを使った/使わなかった]

( 14 )主にノートパソコンを利用した人に尋ねます [電源は主にコンセ
ント (AC アダプタから/バッテリーから]

( 15 )映像や資料を見るオンライン授業 (Zoomによる講義，音声のあ
るビデオ等の視聴) による目の疲れの度合いを教えてください
(4 は対面授業のときと同じ) [1 疲れなかった～7 疲れた，から
1 つ選択)]

( 16 )オンライン授業で配布された資料は主に画面で見ましたか？印
刷しましたか？ [主に画面で見た/主に印刷した/その他]

( 17 )授業によって違ったり授業の受け始めと後半で違う場合はどの
ような授業/資料を画面で見て，どのような授業/資料を印刷し
たか教えてください [自由記述]

( 18 )音声の聞き方について教えてください [主にスピーカを利用 /

主にイヤフォン・ヘッドフォンを利用]

( 19 )音声を伴うオンライン授業 (Zoomによる講義，音声のあるビデ
オ等の視聴) による聞き疲れの度合いを教えてください (4 は対
面授業のときと同じ) [1 疲れなかった～7 疲れた，から 1 つ選
択)]

( 20 )それ以外に対面授業よりも疲れるあるいは楽 (通学時間が要ら
ないなど) と感じた点を教えてください． [自由記述]

( 21 )授業中のノートのとり方を教えてください [主にパソコン/主に
タブレット/主にスマートフォン/紙のノートを利用/印刷した資
料や教科書に書き込み/ノートはとらない/その他]

( 22 )分からないことを調べたり尋ねたりするのに対面式の授業とオ
ンライン授業で違いはありましたか．具体的に教えてください．
[自由記述]

( 23 )課題の提出方法は対面式授業でもオンラインがいいですか？ [オ
ンラインがいい/紙がいい]

( 24 )その理由を教えてください．[自由記述]

表 1 用意した質問の一覧．[ ]内は回答方法もしくは選択肢を表す．

(つづき)

(25) 対面式では質問や意見を言えるのに Zoom 等を使ったときに質
問をするのをためらうことはありますか．それはどんな授業あ
るいは状況の時ですか．具体的に教えてください (受講人数が
多い，先生がこわい，授業のペースが速いとき，Zoom などが
うまく使えない，通信環境が安定しない，パソコンの動作が不
安定など機材の問題など)． [自由記述]

(26) オンライン授業でよかったこと困ったことなどを教えてくださ
い．[自由記述]

表 2 回生別回答数
回生 アンケート送付人数 回答人数

1 回生 7 2

2 回生 7 5

3 回生 12 8

4 回生 9 1

修士 1 回生 3 2

科目等履修生 1 0

合計 39 18

業がない学生が多く，自身は調査対象外として回答しな

かったと考えられる．回答者が前期に受けた授業の内訳を

表 3に示す．1回生と修士 1回生については回答者が 2名

ずつで回答が大きく異なったため個人について，2回生～3

回生については平均した値を示す．なお学部は一部ターム

制，教職大学院はターム制を本学では採用しているため，

修士学生の授業の受講最大数は学部の約倍になる．本学の

場合学部学生の半期の受講上限は 26単位（2単位科目のみ

の場合は 13科目，語学でターム科目があるので多少科目

数が増える）であるので，多くの学生は上限まで履修して

いる．これは例年と変わらない．技術教育コースの教育法

科目，専門科目はすべて Zoom等のビデオ会議システムを

使うか対面式 (実習形式の講義で 2回生向けの 2授業)で

あったが，本調査外で前期の授業時に学生に尋ねたところ，

前期の多くの授業はオンデマンドビデオもしくは資料をみ

て課題に答える講義で，ビデオ会議システムを使う授業は

少ないと述べていた．これと表 3の結果は一致している．

5.2 質問 (6)～(9) 学習環境

質問 (6)「授業を受けるために周囲を気にせず使える部

屋（自宅，下宿，大学は問いません）を利用出来ましたか」

に対して，Aほぼ利用出来たと 13名が，Bときどき利用出

来たと 2名が，Cほぼ利用出来なかったと 3名が答えた．

B, Cと回答した学生の 1名 (Bと回答)が「家庭の人間の

配慮がないので Zoom等の授業は面倒だった」と困ったこ

とに回答していた．ほかの B,Cと回答した 4名は周囲環境

を困ったことに挙げていなかったことから，気にはなるが

問題にはならなかったと考える．したがって，多くの学生

は授業を支障なく受けられたと考える．

質問 (7)「授業を受けたり課題をするのに使えた机等の

広さ（利用出来た広さ）を教えてください」には，A学習
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表 3 回答者の受講授業の実施形態
主にオンデマンドビデオを見て 主に配付資料を見て 主に Zoom 等のビデオ会議 主に対面式の

回生 課題に答える授業の数 課題に答える授業の数 システムを使った授業の数 授業の数

1 回生 A 2 9 5 0

1 回生 B 5 3 6 0

2 回生 3 2.4 4.8 2

3 回生 2.6 4.25 2.8 0

4 回生 0 0 2 0

修士 1 回生 C 9 9 4 0

修士 1 回生 D 0 7 1 0

机 (幅 90cm×奥行き 60cm) より狭いが 5名，B学習机程

度が 9名，C学習机より広いが 1名，D食卓程度が 1名，

E毎回異なるが 1名であった．(8)机等の広さについては 1

名を除き十分に広かったと答えた．狭かったと答えた 1名

は A学習机より狭いと答えており，「パソコンと小さなメ

モ用紙を置ける程度」の広さがさらに欲しいと (9)に回答

した．したがってインターネットを活用した授業の受講に

あたって，回答者の受講スタイルであれば学習机 (幅 90cm

×奥行き 60cm)程度以上の広さを確保できればよいと考え

られ，多くの場合は確保できていたと考える．

5.3 質問 (10)～(12)PC環境

インターネットを活用した授業を受けるときに (10)主

に使用したコンピュータには，15名がノートパソコン（外

付けディスプレイなし）を利用しており，1名がノートパ

ソコンに外付けディスプレイを，1名がデスクトップ PC(1

画面)，1名がデスクトップ PC(2画面)，1名がタブレット

(iPad)を利用していた．質問 (11)「画面の大きさ (13イン

チなど）と解像度 (1920x1080, Full HD など)を教えてく

ださい（分からない場合は機種名等わかる範囲で記入して

ください）)には正確な記述が少なかったので推察しかでき

ないが，技術教育コースで入学時に必携パソコンのスペッ

クとして示している 12インチ以上 (最近の市販の PCのス

ペック，学内でみかける学生のパソコンをみると 13イン

チ程度)と考えられる．

PC環境についてはバッテリーが授業中に切れたことを

別の自由記述で書いた学生もいたが，それ以外の記述はな

かったため，必携パソコンのスペックで現在の受講スタイ

ルでの受講に支障はなかったと考える．また (12)タッチタ

イプについて，A問題なくできると回答した学生が 10名，

B少しできると回答した学生が 5名，Cできないと回答し

た学生が 3名であった．

5.4 質問 (13), (14), (16)～(18),(21) 受講スタイル

ノートパソコンを使った 16名のうち 9名がマウス等を

外付けしていると答えた (質問 (13))．またバッテリーで

PCを利用したと回答したのは 5名だった (質問 (14))．音

声は主にスピーカを利用したと回答した学生が 9名で，主

図 1 ノートパソコンとスマートフォンの両方で Zoom に接続する

受講スタイルの説明スライド．筆者の担当講義ではこの形態で

の受講者はいなかった．

にイヤフォン/ヘッドフォンを利用したと回答した学生が

9名であった (質問 (18))．配付資料については 1名をのぞ

き，主に画面で見たと答えた (質問 (16), (17))．授業中の

ノートのとり方 (質問 (21))は，A主にパソコンが 5名（3

回生以上にしか回答はなかった），B主にタブレットが 1

名，C主にスマートフォンが 1名，D紙のノートを利用が

7名，E配付資料や教科書に書き込みが 1名，Fメモ程度

を紙が 1名，Gノートはとらないが 2名であった．ビデオ

会議システム等の画面と配付資料，ノートの記入を一台の

ノートパソコンで行うのは画面が狭いようにも思うが，学

生の自由記述には困ったという表現はなかった．また，担

当授業 (Zoomを使ったリアルタイム授業)開始時に PCと

スマートフォンの両方で Zoom に接続するデュアルディス

プレイでの受講 (図 1)を学生に提案したが，PCのマイク/

カメラが使えないという理由以外でその形態で受講した学

生はいなかった．

5.5 質問 (15), (19) PCを使った授業の受講による疲労

近距離に設置した PCで講義や資料を長時間視聴するこ

とによる眼と耳の疲労が考えられるため，それらの疲労に

ついて 7段階評価で尋ねた (質問 (15), (19))．対面授業の

時と同等の疲れを 4とし，1をほとんど疲れない，7をとて

も疲れるとした．回答を図 2と図 3に示す．眼の疲れが対

面授業よりあるとした学生が 18名中 15名と多い．ノート

PCを学習机に直接置くと画面をのぞき込む姿勢になりや

すい．また 13インチ程度の画面では Zoom等の表示と A4
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図 2 質問「映像や資料を見るオンライン授業 (Zoom による講義，

音声のあるビデオ等の視聴)による目の疲れの度合いを教えて

ください (1はほとんど疲れない，4は対面授業のときと同じ，

7 はとても疲れる)」への回答

図 3 音声を伴うオンライン授業 (Zoomによる講義，音声のあるビ

デオ等の視聴) による耳の疲れの度合いを教えてください (1

はほとんど疲れない，4 は対面授業のときと同じ，7 はとても

疲れる) への回答

の資料を並べて表示すると表示が小さくなりすぎる，ウィ

ンドウを頻繁に切り替える必要が出るといった可能性が高

い．耳についてはスピーカを主に利用した学生は 2名のみ

が対面授業よりも少し疲れるとした．イヤフォン等では 5

名が疲れるとした．スピーカの方がイヤフォン等よりも疲

れにくいようである．PCを使うときに正しい姿勢を保つ

ための知識を学生にもってもらう，外付けディスプレイや

気軽にプリンタを使える環境を整えてもらう，スピーカが

使える環境でなければ疲れにくいヘッドフォン等を用意し

てもらうなどの必要がありそうである．

一方で対面講義よりも疲れなかったとした学生がいる．

具体的な記述を求めなかったので推測でしかないが，眼鏡

やコンタクトレンズが不要で対面式の黒板等よりも見やす

い，大講義室での音声よりも手元のスピーカーやイヤフォ

ン等で自分に合わせた音量に調整でき聞きやすいという学

生がいるのかもしれない．

5.6 質問 (22), (25) 対面式授業とインターネットを活用

した授業での疑問解決法の違い

インターネットを活用した授業の方が小さな疑問を学生

同士で解決しにくい，教員に授業直後に聞きにくいといっ

たデメリットが考えられることから質問 (22)で「分から

ないことを調べたり尋ねたりするのに対面式の授業とオン

ライン授業で違いはありましたか．具体的に教えてくださ

い．」と尋ねた．それに対して違いはなかったと 7名が回

答した．授業中に PCで調べられた，コメント（チャット）

を使ったり先生が気遣ってくれたのでかえって質問しやす

かったという回答が 2名からあった．

一方，質問 (25)の回答に，質問はとてもしずらかった

（moodle で課題を毎週解く形式の授業は質問はし辛かっ

た），ちょっとしたことや聞き逃したことを友達に聞けな

いので不便，本で調べるなどがなくなった，割って入るタ

イミングがわからないことが多かった，聞きたいことが授

業後とかに聞きにくい．自分の画面など見せるのに時間が

かかるのと，伝えるのが難しい部分があった，雑談程度の

相談もなく一人で考えがちになる（専攻専門に近い話なら

グループラインで聞ける），といった回答があった．授業

中の学生間のチャットの利用は記述がなかった．やはり，

インターネットを活用した授業では気軽な近くにいるから

こその話しかけが難しくなる傾向があり，教員は質問時間

を明に設けるなどした方がよいようである．

5.7 質問 (20), (26) 自由記述にみるインターネットを活

用した授業の受け止め方

5.7.1 インターネットを活用した授業のメリット

インターネットを活用した授業のメリットとデメリット

を自由記述で回答してもらった，質問 (20), (26)の回答を

みていく．回答した 2回生 5名のうち 2名と 3回生 8名の

うち 2名はインターネットを活用した授業のメリットは上

げたがデメリットは挙げなかった．メリットとしては，通

学時間が不要であること，忘れ物がないこと，メイクが不

要な場合があることが主に挙げられた．また，「質問のしや

すさや，もう一度聞きたいときに戻って聞いたりできるの

は良かったです」「インターネットを活用した授業では全

体的に今まで以上にきちんと学べた気がしました．自分の

タイミングで勉強に取り組める点も良かったです．結局，

対面より集中していることと課題・読み物の量が多いこと

で疲れていますがオンラインは良いなと感じています．た

だ，音声が無く資料を読むだけの授業は厳しかったです．」

「Moodle に課題提出をすることで先生と授業に関するコ

ミュニケーションがしっかり取れると感じた．課題の最後

に質問を付け加えたりしやすかった．（先生の中には質問

の為の項目をMoodleに作ってくださっている方も．）」と
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いった感想もあった．

5.7.2 インターネットを活用した授業のデメリット

デメリットとして 1回生 2名が質問 (26)に

• 対面授業よりも少し知識が得れていないと感じる (1

回生 A)

• 集中できない．ほとんどと言っていいほど頭に入らず，
課題をこなすだけの作業になっていた．(1回生 B)

と回答していたことが目立った．Aは主に配付資料を見て

課題に答える授業の数が 9と多かったことが原因かもしれ

ない．Bは配付資料を見て課題に答える授業の数は 3であ

り，2回生以上でそのような回答は他になかったことから，

高校までの授業との違いを，キャンパスで部活動などのと

きに先輩と話をしたり，同回生でたわいない会話をする中

で理解し，受講スタイルを確立することがなかったのかも

しれない．

ほかに，Zoomを使っての授業は教師だけでなく受講生

の顔も映り常に視線を感じてしまうので少しやりづらかっ

た，パソコンの画面を見続けることによる疲労，昼食の問

題（食堂が近くにない，自炊は時間がかかる），家庭で理

解がないので Zoomなどの講義が受けにくい，通信環境次

第のところがある，友だちに会えない，先生に相談しにく

い，（通常の会話ではないので）通常の会話ができる環境で

受講したい，といったことが挙げられた．

5.7.3 課題の量

インターネットを活用した授業において対面より課題が

多くなる傾向が言われ，本学の調査 [3]（回答率 60%）でも

30 %程度が挙げている．一方，今回のアンケート調査では

課題の多さについて 2名のみから記述があった．3回生 1

名からは特定の講義で課題の量が過大だったとあった．2

回生 1名からは全体として課題が多く常に時間が不足した

という記述があった．しかし，ほかの 2回生は課題の多さ

を記述していなかった．したがって，この学生が選択した

科目の課題量が多かったか，技術教育コースでは 2回生に

なると教育法と専門の科目の講義で課題が多い授業が増え

ることもあり，この学生は対面授業でも課題を多く感じた

可能性がある．

5.8 質問 (23), (24) 対面講義再開後の課題の提出方法

課題の提出方法について質問 (23)で「課題の提出方法は

対面式授業でもオンラインがいいですか？」と尋ね，質問

(24)でその理由を尋ねた．オンラインがいいとしたのが 12

名で，紙がいいとしたのは 3名，どちらでもいいとしたの

が 2名だった．オンラインがいいとした理由は，手書きよ

りも楽，紙だとなくしそう/忘れそう，印刷しなくてよい，

Moodleに残る，教務課提出の場合の時間を気にしなくて

よいなどが挙げられた．紙の方がいい理由は，紙の方が忘

れない (2名)，メールで届かなかったことがある，であっ

た．したがって対面授業中心となった場合も課題はオンラ

インで受付した方がよさそうである．また宛先を間違うこ

とのある電子メールよりもMoodle等の提出を学生が確認

できる方法がよいと考える．

5.9 在宅勤務との比較

在宅勤務の問題としてあげられていた (4)～(12)の問題

のうち ，学生が問題としたのは主に (6)コミュニケーショ

ンが難しい問題であった．(4)ツールの使い方については

慣れが必要ではあっても致命的な問題はなかったようであ

る．(5)作業環境については前述のように問題があっても，

そうは思っていないかもしれない．(9)さみしいは対面で

話したいという記述があった．(10)パートナー（家族）か

らの依頼ではないが，家族の理解がないという回答（5.2

で紹介した回答）があった．(7)気分転換，(8)運動不足，

(11)時間管理については挙げられなかった．(12)子どもの

世話（あるいは低年齢の弟妹等の世話）も回答がなかった．

したがって今回の調査に回答した多くの学生のように同

居家族の理解が得られるのであれば，在宅勤務の問題とし

て挙げられている問題のうち主に (1)～(6)をインターネッ

トを活用した授業では対応していけばよいと考えられる．

6. まとめ

回答者のほとんどはインターネットを活用した授業の受

講に必要な空間と机を確保できていると答えた．また必携

PC（ノートパソコン）を利用しての受講が多かったと考え

られる．学生の主観では PCに受講上の問題はなかったよ

うであるが，Zoomや動画等と資料，ノートのウィンドウ

を同時に並べるには画面が狭いと考えられる．また目と耳

の疲れを訴えた学生が多かった．したがって，正しい PC

を使うときの姿勢や環境整備などの啓蒙が必要と考えられ

る．トラブルは少なかったようであるがインターネット環

境が安定して高速な必要がある．

通学時間が不要である，忘れ物がない，授業の録画で復

習できる等の遠隔講義や録画講義（講義の録画）のメリッ

トが挙げられた．一方でコミュニケーションのとりづらさ

がデメリットとしてあげられた．受講中の学生間のコミュ

ニケーションは私語として慎むべきともされるが，早く簡

単に疑問を解決するには有効である．また気軽に（ついで

のような感覚で）教員に話しかけて疑問を解消するのも大

切である．しかしインターネットを活用した授業ではそう

したコミュニケーションが難しかったようである．

インターネットを活用した授業で課題の量が多いという

学生からの声は今回の調査では目立たなかった．すでに各

授業で課題の量が調整されていた可能性がある．一方，提

出期限のある課題を与えられるだけで主観的には多いと感

じる可能性もある．教員が用意する課題だけでなく，受講

生の間でばらつきの大きい既存知識や様々な能力，感じ方

にも依存するため，適切な課題の量や提出方法等について
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は慎重な調査が必要と考える．
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